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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日）

(2) 連結財政状態 

 

(1) 連結経営成績（累計）

売上高 営業利益 経常利益

（％表示は、対前年同四半期増減率）

親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 376,064 0.9 10,034 26.1 10,188 11.9 6,502 △2.4
27年3月期第2四半期 372,782 4.1 7,959 △8.4 9,103 △7.6 6,664 △7.6

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 △3,743百万円 （―％） 27年3月期第2四半期 17,592百万円 （15.1％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後
1株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 51.19 ―
27年3月期第2四半期 52.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第2四半期 532,161 281,423 51.8 2,169.88
27年3月期 546,525 287,500 51.5 2,215.18
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 275,642百万円 27年3月期 281,398百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
28年3月期 ― 16.00
28年3月期（予想） ― 16.00 32.00

3. 平成28年3月期の連結業績予想（平成27年4月1日～平成28年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 823,000 8.3 19,500 7.4 20,600 1.1 12,100 6.9 95.25



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において、当社が入手している情報および合理的であると判断する前提
に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 127,408,285 株 27年3月期 127,408,285 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 376,910 株 27年3月期 376,363 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 127,031,664 株 27年3月期2Q 127,032,535 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

① 業績全般の概況 

 当第２四半期連結累計期間における日本経済は、企業収益が改善し、個人消費が緩やかに回復する一方、足下で

は中国の景気減速等を背景とした輸出の伸び悩みも見られます。また、米国では景気回復が続いているものの、中

国をはじめとするアジア経済は減速基調を強めており、全体として先行きの不透明さが増しております。

 このような状況の下、当第２四半期連結累計期間の業績は、国内販売は1,787億９千万円（前年同期比

△3.6％）、海外販売は1,972億７千万円（同＋5.3％）となり、売上高は3,760億６千万円（同＋0.9％）となりま

した。

 利益面につきましては、売上総利益は、主に海外子会社における売上高の伸長により、464億２千万円（同＋

4.4％）となりました。また、前第２四半期連結累計期間に台湾子会社において貸倒引当金を計上した影響もあ

り、営業利益は100億３千万円（同＋26.1％）、経常利益は101億８千万円（同＋11.9％）となりました。一方、親

会社株主に帰属する四半期純利益は、前第２四半期連結累計期間と比較して税金費用が増加したこと等により、65

億円（同△2.4％）となりました。

 

② セグメント別の概況 

機能素材 

 機能素材につきましては、米州および中国等海外全体で売上は増加したものの、国内では減収となり、全体とし

て売上は減少しました。

 機能化学品事業は、中国や米州において売上は増加したものの、国内においては自動車生産台数や住宅着工数の

低迷を受けて塗料原料およびウレタン原料等の売上が減少したことから、事業全体として売上は減少しました。

 スペシャリティケミカル事業は、樹脂添加剤や半導体関連等の電子業界向けケミカルが堅調に推移したものの、

加工油剤等が低調に推移したことにより、事業全体として売上は減少しました。

 この結果、売上高は792億円と前第２四半期連結累計期間に比べ、46億１千万円（△5.5％）の減収となりまし

た。一方、営業利益は、海外での増収および利益率の改善等により、20億９千万円と前第２四半期連結累計期間に

比べ、５千万円（＋2.7％）の増益となりました。

 

加工材料 

 加工材料につきましては、国内での売上は微減となったものの、北東アジアおよび東南アジアでの売上が増加

し、欧米での売上も微増となったことから、全体として売上は増加しました。

 カラー＆プロセシング事業は、液晶テレビ反射板用材料および導電性材料等の売上は減少したものの、顔料・添

加剤、情報印刷関連材料、光学反射防止シートおよび合成樹脂等の売上が増加したことから、事業全体として売上

は増加しました。

 ＯＡ・家電業界への合成樹脂の販売を中心とする事業は、国内での売上は減少したものの、北東アジアおよび東

南アジアでの売上が増加したことにより、事業全体として売上は増加しました。

 この結果、売上高は1,333億８千万円と前第２四半期連結累計期間に比べ、93億７千万円（＋7.6％）の増収とな

りました。営業利益は25億８千万円と前第２四半期連結累計期間に比べ、３億５千万円（＋16.1％）の増益となり

ました。

 

電子 

 電子につきましては、欧米での売上は増加したものの、国内および北東アジアでの売上が減少し、全体として売

上は減少しました。

 電子化学品事業は、液晶パネル製造用薬液等の売上が減少したものの、エポキシ樹脂関連の売上が増加したこと

から、事業全体として売上は増加しました。

 電子資材事業は、液晶関連部材の売上が減少したことから、事業全体として売上は減少しました。

 この結果、売上高は653億円と前第２四半期連結累計期間に比べ、103億６千万円（△13.7％）の減収となりまし

た。一方、営業利益は、前第２四半期連結累計期間に台湾子会社において貸倒引当金を計上した影響等により、37

億２千万円と前第２四半期連結累計期間に比べ、13億８千万円（＋59.3％）の増益となりました。

 

自動車・エネルギー 

 自動車関連の事業は、国内においては自動車生産台数の減少の影響を受け売上は低調となりましたが、海外にお

いて米州、中国および東南アジアが全体的に好調に推移し、事業全体として売上は増加しました。

 この結果、売上高は568億７千万円と前第２四半期連結累計期間に比べ、49億３千万円（＋9.5％）の増収となり

ました。一方、営業利益は、国内新規ビジネス立ち上げ時の費用負担発生等により、７億円と前第２四半期連結累

計期間に比べ、３億４千万円（△33.0％）の減益となりました。
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生活関連 

 生活関連につきましては、国内および海外共に売上が増加し、全体として売上は増加しました。

 ライフ＆ヘルスケア製品事業は、食品素材分野において自社製品であるトレハ®等は国内、海外ともに売上が増

加しました。スキンケア・トイレタリー分野は自社製品であるＡＡ２Ｇ®は、特に国内の主要顧客に対する売上が

増加し、また、同分野での原料販売も好調に推移しました。医薬・医療分野では、原薬・中間体の売上は微減とな

りましたが、医療材料の売上が増加しました。以上の結果、事業全体として売上は増加しました。

 化粧品・健康食品の販売を行うビューティケァ製品事業は、従来商品の販売が低調であったことから、事業全体

として売上は減少しました。

 この結果、売上高は409億４千万円と前第２四半期連結累計期間に比べ、40億円（＋10.9％）の増収となりまし

た。営業利益は16億４千万円と前第２四半期連結累計期間に比べ、３億２千万円（＋24.8％）の増益となりまし

た。

 

その他 

 特記すべき事項はありません。

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債、純資産等の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、現金及び預金が増加したものの、たな卸資産が減少したため、前連

結会計年度末に比べ、７億５千万円減少の3,290億９千万円となりました。固定資産は、保有株式の時価下落によ

る投資有価証券の減少等により、前連結会計年度末に比べ、136億円減少の2,030億６千万円となりました。この結

果、総資産は前連結会計年度末に比べ、143億６千万円減少の5,321億６千万円となりました。

 負債は、支払手形及び買掛金やその他有価証券評価差額金に係る繰延税金負債の減少等により、前連結会計年度

末に比べ、82億８千万円減少の2,507億３千万円となりました。

 純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益65億円を計上したものの、その他有価証券評価差額金や、為替換

算調整勘定の減少等により、前連結会計年度末に比べ、60億７千万円減少の2,814億２千万円となりました。

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の51.5％から0.3ポイント増加し、51.8％となりました。

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動による資金の

収入94億２千万円、投資活動による資金の支出53億８千万円、財務活動による資金の支出８億６千万円に換算差額

による資金の減少３億１千万円を加味した結果、前連結会計年度末と比べ28億５千万円（＋7.0％）増加し、433億

７千万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加額は、94億２千万円となりました。これは、運転

資本の増加による資金の減少11億２千万円、法人税等の支払22億８千万円があったものの、税金等調整前四半期純

利益98億４千万円、減価償却費47億４千万円の計上があったこと等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少額は、53億８千万円となりました。これは、有形

および無形固定資産の取得による支出46億６千万円があったこと等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少額は、８億６千万円となりました。これは、長期

借入による収入14億８千万円があったものの、配当金の支払19億円があったこと等によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年５月８日に公表いたしました通期連結業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

（４）追加情報 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等を適

用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 40,575 43,427 

受取手形及び売掛金 208,209 207,579 

商品及び製品 63,719 59,627 

仕掛品 1,668 2,140 

原材料及び貯蔵品 3,625 3,824 

繰延税金資産 4,058 4,571 

その他 8,797 8,745 

貸倒引当金 △806 △824 

流動資産合計 329,848 329,092 

固定資産    

有形固定資産 66,774 67,036 

無形固定資産    

のれん 27,626 26,805 

技術資産 16,942 16,154 

その他 4,276 4,139 

無形固定資産合計 48,844 47,099 

投資その他の資産    

投資有価証券 92,638 80,807 

長期貸付金 1,139 1,087 

繰延税金資産 2,381 1,949 

その他 6,277 5,232 

貸倒引当金 △1,378 △144 

投資その他の資産合計 101,058 88,932 

固定資産合計 216,677 203,068 

資産合計 546,525 532,161 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 105,737 101,411 

短期借入金 31,388 30,914 

1年内返済予定の長期借入金 6,377 7,163 

1年内償還予定の社債 10,000 - 

未払法人税等 2,268 2,495 

繰延税金負債 19 27 

賞与引当金 4,314 4,045 

役員賞与引当金 213 117 

その他 16,105 15,372 

流動負債合計 176,424 161,547 

固定負債    

社債 20,000 30,000 

長期借入金 30,322 30,738 

繰延税金負債 20,272 16,447 

退職給付に係る負債 10,803 10,894 

その他 1,201 1,109 

固定負債合計 82,600 89,190 

負債合計 259,025 250,737 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,699 9,699 

資本剰余金 11,654 11,654 

利益剰余金 205,203 209,791 

自己株式 △228 △229 

株主資本合計 226,328 230,916 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 44,920 36,921 

繰延ヘッジ損益 3 △7 

為替換算調整勘定 9,478 7,465 

退職給付に係る調整累計額 666 347 

その他の包括利益累計額合計 55,069 44,726 

非支配株主持分 6,102 5,780 

純資産合計 287,500 281,423 

負債純資産合計 546,525 532,161 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 372,782 376,064 

売上原価 328,324 329,641 

売上総利益 44,457 46,422 

販売費及び一般管理費 36,498 36,387 

営業利益 7,959 10,034 

営業外収益    

受取利息 100 109 

受取配当金 660 705 

受取賃貸料 128 147 

持分法による投資利益 372 90 

為替差益 312 - 

その他 260 181 

営業外収益合計 1,834 1,235 

営業外費用    

支払利息 535 523 

為替差損 - 258 

その他 154 299 

営業外費用合計 689 1,082 

経常利益 9,103 10,188 

特別利益    

固定資産売却益 364 4 

投資有価証券売却益 0 50 

特別利益合計 364 55 

特別損失    

固定資産売却損 19 13 

固定資産廃棄損 36 83 

減損損失 67 290 

投資有価証券売却損 0 9 

出資金売却損 20 - 

特別損失合計 144 397 

税金等調整前四半期純利益 9,323 9,846 

法人税、住民税及び事業税 3,348 3,104 

法人税等調整額 △966 △29 

法人税等合計 2,381 3,075 

四半期純利益 6,942 6,770 

非支配株主に帰属する四半期純利益 278 267 

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,664 6,502 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 6,942 6,770 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 7,376 △7,999 

繰延ヘッジ損益 11 △11 

為替換算調整勘定 3,126 △1,885 

退職給付に係る調整額 △141 △318 

持分法適用会社に対する持分相当額 277 △299 

その他の包括利益合計 10,650 △10,514 

四半期包括利益 17,592 △3,743 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 16,977 △3,839 

非支配株主に係る四半期包括利益 615 96 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 9,323 9,846 

減価償却費 4,515 4,747 

のれん償却額 807 818 

減損損失 67 290 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △156 △369 

受取利息及び受取配当金 △761 △815 

支払利息 535 523 

為替差損益（△は益） 71 △304 

売上債権の増減額（△は増加） △10,186 △670 

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,894 2,456 

仕入債務の増減額（△は減少） 7,905 △2,914 

その他 △1,284 △2,392 

小計 4,943 11,214 

利息及び配当金の受取額 887 986 

利息の支払額 △531 △490 

法人税等の支払額 △4,356 △2,286 

営業活動によるキャッシュ・フロー 942 9,423 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △3,259 △4,022 

有形固定資産の売却による収入 537 5 

無形固定資産の取得による支出 △562 △646 

投資有価証券の取得による支出 △215 △306 

投資有価証券の売却による収入 10 73 

出資金の取得による支出 - △310 

短期貸付金の増減額（△は増加） △3 △402 

定期預金の純増減額（△は増加） 635 2 

その他 89 224 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,767 △5,382 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,127 284 

長期借入れによる収入 142 1,488 

長期借入金の返済による支出 △373 △241 

社債の発行による収入 - 9,949 

社債の償還による支出 - △10,000 

配当金の支払額 △1,778 △1,905 

非支配株主への配当金の支払額 △334 △421 

その他 △106 △21 

財務活動によるキャッシュ・フロー △323 △867 

現金及び現金同等物に係る換算差額 885 △318 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,263 2,854 

現金及び現金同等物の期首残高 33,825 40,522 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 32 - 

現金及び現金同等物の四半期末残高 32,594 43,377 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                    （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他

（注）１ 
合計 

全社 
（注）２ 

調整額
（注）３ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）４ 

  機能素材 加工材料 電子 
自動車・ 

エネルギー 
生活関連 計 

売上高                      

外部顧客への売 

上高 
83,816 124,010 75,664 51,938 36,935 372,365 416 372,782 － － 372,782 

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

1,427 1,102 379 1,377 147 4,435 2,516 6,952 － △6,952 － 

計 85,244 125,113 76,044 53,316 37,082 376,801 2,933 379,734 － △6,952 372,782 

セグメント利益又 

は損失（△） 
2,040 2,226 2,336 1,044 1,321 8,969 141 9,110 △1,429 277 7,959 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス、情報処理サービ

ス、職能サービス等を含んでおります。

２．「全社」におけるセグメント利益又は損失（△）は、各報告セグメントおよび「その他」に配分していない

費用であります。

３．調整額はすべてセグメント間取引消去によるものであります。

４．セグメント利益又は損失（△）の合計の金額に、「全社」および調整額を加えた額は、四半期連結損益計算

書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                    （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他

（注）１ 合計 
全社 

（注）２ 
調整額

（注）３ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）４ 

  機能素材 加工材料 電子 
自動車・ 

エネルギー 生活関連 計 

売上高                      

外部顧客への売 

上高 
79,203 133,383 65,302 56,875 40,942 375,708 355 376,064 － － 376,064 

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

992 1,140 447 1,233 229 4,044 2,899 6,943 － △6,943 － 

計 80,196 134,524 65,750 58,108 41,172 379,752 3,255 383,007 － △6,943 376,064 

セグメント利益又 

は損失（△） 
2,094 2,585 3,722 700 1,649 10,753 140 10,893 △1,116 257 10,034 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス、情報処理サービ

ス、職能サービス等を含んでおります。

２．「全社」におけるセグメント利益又は損失（△）は、各報告セグメントおよび「その他」に配分していない

費用であります。

３．調整額はすべてセグメント間取引消去によるものであります。

４．セグメント利益又は損失（△）の合計の金額に、「全社」および調整額を加えた額は、四半期連結損益計算

書の営業利益と一致しております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

４．補足情報

（１）海外売上高

前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

  北東アジア 東南アジア 北米 欧州・他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 104,154 59,921 15,243 8,043 187,363 

Ⅱ 連結売上高（百万円）         372,782 

Ⅲ 連結売上高に占める 

  海外売上高の割合（％） 
27.9 16.1 4.1 2.2 50.3 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

  北東アジア 東南アジア 北米 欧州・他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 116,545 57,098 15,259 8,367 197,271 

Ⅱ 連結売上高（百万円）         376,064 

Ⅲ 連結売上高に占める 

  海外売上高の割合（％） 
31.0 15.2 4.1 2.2 52.5 

 

 （注）１. 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

    ２. 国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。

    ３. 各区分に属する主な国又は地域

（１）北東アジア・・・・・台湾、中国

（２）東南アジア・・・・・シンガポール、タイ

（３）北米・・・・・・・・米国

（４）欧州・他・・・・・・ドイツ
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